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chillspot
境内の

美
肌
効
果

参拝者の憩い・やすらぎ
の場として令和3年7月に
オープン。東海道五十三次
の宮宿をイメージした帆船
と南神池上に設けた回廊
を自由に散策できる。
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松御前之碑
ま つ ご ぜ ん の ひ

松御前之碑
ま つ ご ぜ ん の ひ

9

JR
熱田駅

自動車
お祓い
入口

名
鉄
神
宮
前
駅

2 別宮八剣宮
（べつぐうはっけんぐう）

和銅元年（708年）に鎮座され、
ご祭神は本宮とご同前。信長、
秀吉、家康などの武将が崇敬
したお社。（石階上は撮影禁止）

46 上知我麻神社授与所

32 くさなぎ広場売店

34 宮きしめん（食事処）

当神宮所蔵の刀剣・宝物をモチー
フとした参拝記念品や名古屋
の名菓などを取り揃えている。

30 剣の宝庫 草薙館

令和３年６月に竣功。熱田神
宮に奉納されてきた歴代の名
刀を270°の半円形ガラスケー
スで見学できる。

35 二十五丁橋
（にじゅうごちょうばし）

板石 25 枚をもって造られて
いる名古屋最古の石橋。

15 信長塀（のぶながべい）

日本三大土塀の一つ。織田信長が桶狭
間の合戦で戦勝のお礼に奉納した。

3 一之御前神社（いちのみさきじんじゃ）

熱田大神（あつたのおおかみ）の荒魂（あ
らみたま）をおまつりしている。

5 土用殿
（どようでん）

明治 26 年の
本殿御改造ま
では草薙神剣
（くさなぎのみつるぎ）
を奉安していた。

29 文化殿（宝物館）

昭和 41 年に竣功。皇室をは
じめ将軍・藩主・一般の篤志
家から献納された史料、約
6000点を収蔵している。

36
佐久間大膳亮勝之が寄進した高さ約 10mの大石燈籠。

佐久間燈籠（さくまとうろう）

42
「知恵の文殊さま」
とも呼ばれ、命名・
学業成就の信仰が伝
わるお社。

上知我麻神社
（かみちかまじんじゃ）

ご祭神は熱田大神（あつたのおおかみ）。
三種の神器奉斎のお社で、社殿は伊勢
の神宮とほぼ同様の神明造り。（石階
上は撮影禁止）

本宮（ほんぐう）1

4 清水社（しみずしゃ）
ご祭神は水をつか
さどる神様の罔象
女神（みずはのめのかみ）。
北側の湧水には眼
や肌に良いという
信仰が伝わる。
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境内の31
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詳しく見る

の番号は、御朱印を頂けます。
の番号は、売店、食事処、喫茶等です。
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名城線

D-3

 昔々、中国の玄宗皇帝が日本に攻め込むことを
心配した日本の神々は、熱田大神の姿を女神

（楊貴妃）に変えることで戦いの矛先をかわした
というお話。ここで柄杓で3度お水をかけると願い

が叶い、お肌にも良いと言われている。
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